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衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料
等
に
係
る
所
得
課
税
上
の
社
会
保
険

料
控
除
の
取
扱
い
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料
等
に
係
る
所
得
課
税
上
の
社
会

保
険
料
控
除
の
取
扱
い
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
三
条
の
四
に
お
い
て
は
、
公
的
年
金
等
の
支
払
の
際
に
控
除
さ
れ

る
社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
社
会
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
公
的
年
金

等
の
受
給
者
に
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
公
的
年
金
等
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
か
ら
当
該
社
会

保
険
料
の
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
公
的
年
金
等
の
支
払
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
同
法
第
二
百
三

条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
、
そ
の
公
的
年
金
等
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額
を
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
四
の
規
定
で
は
な
く
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
三
十
五
条
及
び
第
百
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
的
年
金
等
の
支
払
の
際
に
行
わ
れ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

所
得
税
法
第
七
十
四
条
に
お
い
て
は
、
居
住
者
が
、
各
年
に
お
い
て
、
自
己
又
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の

他
の
親
族
の
負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
又
は
給
与
か
ら
控
除
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
支
払
っ
た
金
額
又

一



は
そ
の
控
除
さ
れ
る
金
額
を
、
そ
の
支
払
っ
た
又
は
控
除
さ
れ
る
居
住
者
の
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
等
か
ら
控
除
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

公
的
年
金
等
の
支
払
の
際
に
特
別
徴
収
さ
れ
る
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公
的
年
金
等
の
受
給
者
自
身
が
支
払
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
受
給
者
の
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
等
か
ら
控
除
す
る
こ
と
と
な
り
、
確
定
申
告
に

お
い
て
使
用
す
る
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
所
得
税
法
に
規
定
す
る
「
生
計
を
一
に
す
る
」
に
つ
い
て
は
、
親
族
が
同
一
の
家
屋
に
起
居
し
て
い
る
場
合
に
は
、

明
ら
か
に
互
い
に
独
立
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
親
族
は
生
計
を
一
に
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
等
を
所
得
税
基
本
通
達
で
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

所
得
税
法
第
七
十
四
条
に
規
定
す
る
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
者
は
、
自
己
又
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
そ
の
他
の
親
族
の
負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
居
住
者
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
お
尋
ね
の
場
合
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
者
は
、
当
該

介
護
保
険
料
を
支
払
っ
た
居
住
者
と
な
る
。

二



三
に
つ
い
て

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
る
支
払
金
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第

十
一
号
）
第
九
十
四
条
の
二
、
第
九
十
五
条
及
び
別
表
第
六
�
に
お
い
て
、
そ
の
年
中
に
支
払
の
確
定
し
た
公
的
年
金
等
の

金
額
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
所
得
税
法
第
二
十
二
条
、
第
三
十
五
条
、
第
八
十
九
条
、
第
百
二
十
条

等
の
規
定
に
よ
り
、
確
定
申
告
に
お
い
て
、
そ
の
年
分
の
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
所
得
税
の
額
は
、
そ
の
年
中
に
支
払
の

確
定
し
た
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
を
基
に
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
四
の
規
定
は
、
公
的
年
金
等
の
支
払
の
際
に
控
除
さ

れ
る
社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
公
的
年
金
等
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額
の
計
算
に
当
た
り
、
そ
の
公
的
年
金
等

の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
か
ら
当
該
社
会
保
険
料
の
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
公
的
年
金
等
の
支
払
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。

三


